
学校教育目標

　　校長　　田上　　恭史

日 曜 児童･職員関係 保健行事 PTA・地域行事 らくとう児童クラブ

1 火

2 水

3 木

4 金

5 土

6 日

7 月 着任式・始業式・入学式 音羽中学入学式

8 火 午前中授業・教科書渡し・大掃除

9 水 午前中授業
身体計測（２～６年さ）
１・２校時

10 木 給食開始 聴力３・５年さくら
狂犬病予防注射
　２：００

11 金
耳鼻科検診５・６年
１３：３０～

12 土 さくらまつり
男子バレー・バス
ケットペタンク

13 日

14 月
耳鼻科検診３・４年
１：３０～

15 火 安全の日　　　参観（５校時）・懇談会

16 水 チャレンジタイム
眼科検診全学年
１：３０～

17 木 町別児童会（５校時・集団下校） 聴力検査（１・２年・さ）

18 金 ５時間授業 身体計測（１年・さ）
音羽中学校
参観・懇談会

19 土
市Ｐ連人権街頭パ
レード

女子バレーボー
ル・茶道

20 日

21 月 委員会１ 視力検査６年

22 火
６年学力調査・科学センター学習　４年
家庭訪問①

視力検査５年

23 水 家庭訪問② 視力検査４年

24 木 ４時間授業 視力検査３年

25 金 家庭訪問③　
耳鼻科検診１・２年・さ
１：３０～

26 土 小林寺拳法

27 日

28 月 家庭訪問④ 聴力再検査

29 火 昭和の日

30 水 家庭訪問⑤ 視力検査（さくら） 合同委員会

　　京都市立音羽小学校

　つくしんぼ　ぼくがたかいと　せいくらべ

５月の主な行事
１日（木）視力検査２年　２日（金）視力検査１年　　　　１３日（火）内科検診１・２年さ　　 １６日（金）内科検診３・４年
２０日（火）遠足（1・２・３・６年年）（予備日３０日）　　　２１日（水）交通安全教室　　　　　２３日（金）内科検診５・６年
２２・２３日（火・水）検尿・ぎょう虫　　　 　　２５日（日）日曜参観（代休日２６日）

　　平成２０年度　４月行事予定　　京都市立音羽小学校

　　ＴＥＬ（５９２）０００１

Eメールアドレス　  otowa－ｓ＠edu.city.kyoto.jp
ホームページ　　　http://www.edu.city.kyoto.jp/hp/otowa-s/
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１５日（火）は，初めての参
観・懇談会です。子どもたち
の学習の様子を見に来てく
ださい。

　　上級生の班長さんに守られての集団登校が，いよいよ明日から始まります。通学路には
たくさんの見守り隊のみなさんや地域委員の保護者の方が安全に登校できるように見守って
くださっています。　「おはようございます」の明るい挨拶が，交わせる音羽小学校にしていき
たいと思っています。挨拶は，人と人とのつながりを強くしてくれます。子どもたちが安全に
登下校できるよう，大きな声で挨拶することをご家庭でも，指導してください。

 

音羽小学校 校長 田上
たがみ

 恭史
やすふみ

 

さくらさくら やわらかいうすピンクの桜花が音羽小学校を取り囲んでいます。空か

ら見下ろすと，大きな花の輪に音羽小学校が包まれている様子がありありと見えること

でしょう。新年度が始まりました。教職員一同全力をあげ音羽教育を進めてまいります。

今年度もどうぞ温かいご支援・ご協力をよろしく，お願いいたします。 

 

音羽小学校では次の学校教育目標を掲げ，教育活動を進めます。 
 

学校教育目標 

 
 
 

新しい学年がスタートする四月。子どもたち一人ひとりが夢や目標に向かって，志し
高く，歩み始めてほしい。子どもたちは今の自分よりも，よりかしこく，やさしく，た
くましくなることができます。子どもたち一人ひとりには，大きな可能性があります。
たくさんのことにチャレンジすることを期待しています。 

始業式では，左の漢字を取り上げて話をしました。「挑戦の『挑』」という
漢字です。手で強く力を加えることを意味し，「力を込めて，他に『挑（いど）
む』ことを表します。 

子どもたちには失敗を恐れずに，たくさんのこと挑戦してほしいと考えて
います。失敗をいっぱいしながら，試行錯誤しながら，夢や目標にﾁｬﾚﾝｼﾞさせ続けたい
と考えています。 

可能性にチャレンジする子ども  －目指す子ども像－ 

◇ 人も物も大切にする子ども 
 一人ひとりはかけがえのない存在です。人権を大切にすること，自然や物など身の回りのも
のも大切にすることができる子どもたちを育成します。 

 
◇ 考え学ぶ子ども 

 じっくりと考えしっかりと取り組むこと，進んで学ぶことができる子どもたちを育成します。 
 
◇ 豊かな心と健かな体を育む子ども 

 感動する心・相手を思いやる心を．健康で健やかな体の子どもたちを育成します。 
  

地域・家庭・学校が手を携えて，子どもを育み，子どもの可能性を伸ばしていきたい

と考えています。どうぞ，ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 


